


疲労試彙ざ|こ|まロー21■彙1ょう1鉄筋])フリート栞L印い庫ゼ荷速度を与分ぅoO回としに片振り|ぬ

げと行っc.鉄筋の溶持:Lよ,沐蒔した11の状態ぞ]じヮリート中に'里め込んビ。抽労試験にぉけ

る下限荷重̀ ょ 弾lt計単によう例出ち0引飛ん力渡が400‰とをぅょぅ=一定荷重とし, 上「&荷重12
～3段階にたえて鉄筋が続労破町16まざ軍t荷を畜話iした。試験の結果りヽ3載荷繰こし数200万日で

｀

疲サ5倉選「するよぅ1鉄筋の上記た力度(これを200不□油嚇強度と呼、、r)をギめ,これに基づぃて鉄筋

湘キ:『の働2を論ごモのぞぁる。

l191-2  供 試体 晨ぴ■労試 較囃こ

0ま筋の下記た力庄  4К %計

上予li力庄 !4′ヽう2%語

1.:ネ略iき手の評胎り引張強度詢 結果

椰的引張試験結果によれlI:ネ鳩:うの̀さ予効キ|ょ′ がスlt轟ゃアーワ擦洋専ば碁蒔方法の相違,

関先形状・鉄筋の材噴・デフォーチーショシ・等のIE豊にかかゎ5ず常に ,,%l・t上で
'あ

って.:容斗:βの

評的;0度lょOlllと|]程度にて
い
こうことがiされた。上ぜエベたょうに搭縫Lにままの1天態ざ試験しに

のぞあるが,破断位置は殆たビ
｀
せは部であっに。 しがし 開 たと極端に狭〈Lモ場合には,iなキ10で

石店断したつltぁる。

上言このよ)に'ネ終帯の評的引張強度は醤ネキヒ日程度ざぁったが,;1張りに伴ってiネ苺部にひびわ

れが:忍められた':令tぁった。これ|よ 録 り重し良力に対tて11)料部がう種 ヒ[bこ とをi崚1る

tのざある。

2.沐増影は手の義嚇試験i吉果

中央に;ふ略古うl持っ例出男l甲ぃたアの曲tデ韮労試験結果o―,1は□づあヽょび|]-4:tiすょうであ

って′:客蒋|ビ子の発け強度ほ諄詢キオ:をの18達によつてをしく塁ることが示th亀 .
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